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Stress reactions due to job experiences among ]apanese journalists are investigated and a “PTSD 

Prevention Checklist" is developed. Among the journaIists (N = 753) that participated in this study， 
84.5 % of them had experience of covering traumatic news stories. They were asked about their stress 

reactions during a 2-3 month period after covering the stories. They subsequently responded to the 

Impact of Event Scale-Revised (IES-R). Partial correlation coef>cients between each item for 13 stress 

symptoms during the initial 2-3 month periods and IES-R scores were calcu!ated controIIing for the 
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time that had elapsed since covering the news items. All 13 items showed signi>cant partial correlation 

coef>cients. The rate of participants with high risk for PTSD based on IES-R scores was calculated by 

the number of stress symptoms that were applicable to a participant out of the 13 items. The resu1ts 

indicate that when the number of stress symptoms experienced during the initial 2-3 month periods 

after covering the stories is high， the rate of participants being at high risk for PTSD is high. Based on 

these results， a scale for measuring stress reactions， the “PTSD Prevention Checklist" is developed. 

Key words: journalists， traumatic stress， post-traumatic stress disorder (PTSD)， Impact of Event 

Scale-Revised (IES-R)， acute stress reactions 

惨事ストレス (CriticalIncident Stress) とは，災

害や事故など凄惨な状況で活動したり.悲惨な現場

を見聞きしたりすることによって生じるストレス反

応を指す。惨事ストレスの研究や対策は，主に，職

務上惨事を頻繁に経験する消防職員などの災害救援

者を対象に進められてきた(松井， 2005)。しかし，

惨事に遭遇する職務は災害救援者だけではなく，災

筈や事故等の取材や報道に携わるジャーナリストも

また職務上惨事を体験する可能性が高い。海外では，

いくつかの研究によってジャーナリストの惨事-スト

レスが報告されており，その数は，1990年代後半

から増加している(板村・松井・安藤・井上・福岡・

小城・畑中， 2006)。こうしたジャーナリストの惨

事ストレスを検討した研究を概観した Czech(2004) 

は，ジャーナリストも，職務上の体験から，睡眠

障害やフラッシュバックに苦しむことがあり，外

{あ後ストレス障害 (Post-TraumaticStress Disorder: 

PTSD)に催思する危険性があると指摘している。

諸外国の研究動向をふまえ，松井・板村・福岡-

安藤・井上・小城・畑中 (2006)では，ジャーナリ

ストの惨事ストレスの実態と対策のあり方について

検討するための研究が開始された。一連の研究の一

部であるジャーナリストの惨j事ストレスに関する面

接調査(福岡-松井・安藤・小城・畑中， 2006;畑中・

福岡-松井・安藤・小城・板村・井上， 2008)では，

多くの調査協力者が 過去に携わった取材や報道に

おいて衝撃を受けており 身体的および心理的なス

トレス反応を経験していることが見出されている O

さらに，福岡他 (2006) と畑中・福岡他 (2008)の

予備的な面接調査を受け 日本のジャーナリストの

惨事ストレスの実態を把握するために，放送局およ

び新聞社に勤務するジャーナリストに対ーする質問紙

調査が実施された。その結果 いずれの調査でも匝

答者の 8割を超える者が取材・報道活動の中で何

らかの衝撃を受けるような事案を扱っており，こう

した衝撃的な取材・報道経験によって，多くの者が

ストレス反応を被っていることが確認された(畑中・

福間・小城・松井・安藤・井上・板村， 2007;畑中・

結城・福岡・松井・安藤・井上・板村， 2009)。また，

調査時点におけるジャーナリストの外傷後ストレス

反応の程度は，取材直後や取材開始後 2，3ヶ月間
のストレス症状，無理な取材ーの強要といった取材活

動上の問題.上司-同僚との人間関係といった職場

内の問題と関連することが見出された(畑中・松井・

安藤・井上・福岡， 2008; 2009)。これらの関連要

国の中でも特に，取材・報道活動直後や取材・報道

活動開始後 2，3ヶ月間のストレス症状という，比
較的早期にみられる外傷性ストレス反応の程度が，

調査時点において残存している外傷後ストレス反応

を強く規定することが報告されている。

取材-報道活動の後 比較的早期にみられる外{第

性ストレス反応が高いほど 後々まで症状が遷延す

るという結果をふまえると，取材・報道活動開始

後，比較的早期に生じる外傷性ストレス反応の程度

を把握し適切な介入を行うことが，その後の外傷

後ストレス反応の予防や軽減につながると考えられ

る。早期に発症する外傷性ストレス反応を把握して，

PTSDなどその後の外傷後ストレス反応を予防する

ためには， PTSDの発症を十分に予測可能なストレ

ス症状に関する測定尺度が有用であろう。

実際に，消防職員の惨事ストレスに関する調査か

ら，急性ストレス反応がその後の外傷後ストレス反

応の程度を規定することを見出した消防職員の現場

活動に係るストレス対策研究会 (2003) は， PTSD 

の予防と対策の一環として， PTSDの危険性を予測

しうる急性ストレス反応の測定尺度の作成を試みて

いる。作成された尺度は IPTSD予防チェックリ

ストjとして.消防職員の現場活動に係るストレス

対策研究会 (2003)の他畑中 (2005)においても

公表され，その作成過程は畑中-松井-丸山・小西・

高塚 (2007) において報告されている。 IPTSD予

防チェ ックリストjの発表から 3年後に各消防本部

の'惨事ストレス対応事例を調査した結果， 1割を超

える事例(11.0%，何らかの対応がとられた 82事

案中の比率)で IPTSD予防チェックリスト」が利

用されていた(消防職員の現場活動に係るストレス
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対策フォローアップ研究会.2006L消防組織にお

ける普及状態をふまえると，活動後に簡便に利用で

き，その後の危険性を把握可能な急性ストレス反応

のチェックリストは 現場の惨事ストレス対策とし

て受け入れられやすく，有用であると考えられる。

本論文では，畑中・松井他 (2007)にならい，ジャー

ナリストを対象として職務上の衝撃的な体験がもた

らす早期の外傷性ストレス反応を検討した質問紙調

査のデータをもとに rPTSD予防チェックリストJ
の作成を試みる。なお，本研究は， 2006年に放送

局勤務のジャーナリストに，また 2008年に新聞社

勤務のジャーナリストに それぞれ実施した質問紙

調査において，共通して尋ねた項目を一括して再解

析し報告するものである。

方法

調査方法

放送局あるいは新聞社に勤務し報道経験がある

管理職，および記者・カメラマン等(以下「非管理

職」と表記)を対象とした質問紙調査であった。調

査用紙は，協力依頼状ヤ返信用封簡とともに.調査

協力の承諾が得られた職場機関に一括して送付ーされ

た後，職場で個別に配布された。回答は個別に無記

名で行われた。回答済みの調査票は，個々の回答者

によって直接返信用封筒に入れられ.郵便にて返送

された。回答に関する質問や問い合わせ先を調査察

に記載し，回答によって精神的な問題が生じた場合

に備えて臨床的な商談を行う体制を整えたが，精神

的な問題に関する問い合わせはなかった。 2)

調査時期

放送局に勤務するジャーナリスト(以下，放送

ジャーナリストと表記)に対する調査では， 2006 

年7月上旬に職場機関宛てに質問紙を発送し同年

8月28日までに返送された回答票を分析対象とし

た。

新聞社に勤務するジャーナリスト(以下，新聞

ジャーナリストと表記)に対する調査では， 2008 

年6月上旬に職場機関宛てに質問紙を発送し，同

年7月下旬までに返送された回答票を分析対象とし

た。

分析対象

本論文の分析対象者数は.放送ジャーナリスト調

2 )調査方法の詳細は，土田中・福岡他 (2007)および畑中・

結城他 (2009)を参照されたい。

査あるいは新聞ジャーナリスト調査の回答者753名

のうち，過去に衝撃的な取材・報道事案に携わった

経験がある 636名 (84.5%)であった。各調査の有

効回答者数，および衝撃的事:案の経験者数の内訳は

以下のとおりである。

放送ジャーナリスト調査では.管理職 355票，非

管理職 718票を配布し有効回収数は，管理職が

149票.非管理職が211禁であった。したがって，

有効回収率は，管理職用質問紙が42.0%で¥非管理

職用質問紙が29.4%であった。有効回答者中，衝撃

的事案経験者(これまでに衝撃的な事ー案経験がない

者を除いた値)は，管理職 131名.非管理職 183名

であった。

新聞ジャーナリスト調査では 管理職 190票，非

管理職 620票を配布し 有効回収数は，管理l臓が

102票，非管理職が291票であった。したがって，

有効回収率は，管理職用質問紙が57.3%で¥非管理

職用質問紙が30.8%であった。有効回答者中.i1fiJ撃
的事案経験者は.管理職84名.非管理職238名であっ

た。

調査内容 調査用紙には，多数の質問項iヨが含まれ

ていたが，本研究の分析に関わる翻査内容は，以下

のとおりである。

(1)衝撃を受けた取材・報道事案:衝撃を受けーた取

材-報道事案に携わった経験の有無について尋

ねた後，経験があった者に対して，散も衝撃を

受けた取材・報道事案のl時期を尋ねた。

(2)衝撃を受け-た取材・報道事案に関わるストレ

ス:当該事業の取材・報道活動を開始してから

2， 3ヶ月間に生じたストレス症状について，

多重回答形式で尋ねた。放送ジャーナリスト調

査と新聞ジャーナリスト調査で共通する項百は

13項目であった (Table1参照)。

(3)改訂版出来事インパクト尺度(IES-R) (Weiss 

& Marmer， 1997) :当該の取材・報道事案に

関わる調査時点でのストレス反応の程度を測

定する尺度である。項目数は 22項目であり.

各項目は 5段階 cr0・全くなしJ一r4 :非
常にJ)で評定される。尺度の合計得点が高い

ほど，外傷体験後のストレス反応の強度が高

く，また種類が多いことを示す。 Asukai，Kato， 

Kawamura， Kim， Yamamoto， Kishimoto， Miyake， 

& Nishizono (2002) にしたがい， 25点以上を

PTSDの危険性が高いハイリスク群として検討

した。
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結果

衝撃的な取材-報道事案に対する外傷後ストレス

反応の程度を検討・するために，当該事案を想起させ

て回答を求めた IES-Rの22項目に関して， Asukai， 

et al. (2002) にしたがい，各i回答選択肢を O点か

ら4点として得点化し.単純加算得点を算出した。

本報告では， IES-Rの単純加算得点を，衝撃的な取

材・報道事業に伴う PTSDの危険性の指標とみな
す。放送ジャーナリストと新聞ジャーナリストを一

括した本論文の分析対象者の IES-R得点は， 0点

から 62点に分布し平均値は 7.78点 (SD=1O.20，

歪度 2.25，尖度 6.00. α=.93. n=603)であった。

PTSDハイリスク者の基準とされている 25点以上
の者の割合は 8.1%であった。

衝撃を受けた取材 ・報道活動の開始後. 2， 3ヶ

月間に生じたストレス症状の肯定率を Table1に示

す。これらの症状項目のうち PTSDの危険性を予
測する項目を選別するために 衝撃的な事案からの

経過期間を統制し， IES-R得点と取材・報道活動の

開始から 2.3ヶ月間のストレス症状に関する各項
目との偏相関係数を算出した。その結果，全 13項

目がIES-R得点と有意な相関を示した (Table1)。

これら 13項目のストレス症状に関して，該当を

1点，非該当を O点として，合成得点(以下 2.

3ヶ月間の症状得点と表記)を算出 した。この得点

が高いほど.取材 ・報道活動の開始後. 2. 3ヶ月
間に多くのストレス症状が現れていたことを示す。

2. 3ヶ月間の症状得点は， 0点から 12点までに

分布し平均値は1.3点 (SD=1.86. 歪度2.27.尖

度 6.78， α=.72. n=62l) であった。また，衝撃

的な事案からの経過期間を統制した， 2， 3ヶ月間

の症状得点とIES-R得点と の偏相関係数は.47(戸

く .001)であった。 Table2は，衝撃的な事案から

の経過期間を統制した，2， 3ヶ月間の症状得点と

IES-R得点との偏相関係数色所属別(放送局もし

くは新聞社)および職階別(管理職もし くは非管理

職)に算出した結果である。 Table2に示すとおり.

Table 2 所属別および職階別にみた 2，3ヶ月間の
症状得点と IES-R得点との偏相関係数 (n)

放送ジャーナリスト

管理職 非管理職

ト
一
般

ス
一
3
1

j
一
管

ナ
一ゴ
ヅ

‘々一ジ一
職

間
一理

新
一
管

.52*** 

(117) 

.39料*

(168) 

.63*** .44キ**

(75) (209) 

注 1: *ホヲく .001

注 2:市IJ御変数は，衝撃的事案からの経過年数である。

1able 1 碕撃的体験からの経過期間を統制した 2，3ヶ月間の症状と IE与Rとの偏相関係数，および 2，3ヶ月

間の症状の肯定率

肯定率(%) 偏相関

項目内容
放送ジャーナリスト 新聞ジャーナリ スト 係数

管理職 非管理職 管理職 非管理職

[n=129] [η=181] [n=84] [η=235J 
[η=578J 

睡眠障害(寝つきが悪くなった・夜中に何度も日が覚め
8.5 10.5 6.0 9.4 .31料*

る等，UKりが浅くなった・朝早く自が覚めるようになった)
事案に関連するイヤな夢や悪夢をよく見た 7.0 6.6 9.5 9.8 .10当

食欲不振になった・胃腸の調子が悪くなった・多く食べ
7.0 6.1 3.6 11.1 .26 *料

るようになった

飲酒又は喫煙量が増加したか，逆に減少した 10.9 11.6 14.3 14.9 .27 *料

怒りっぽくなった 感情的になり 言葉が厳しくなった 4.7 3.9 10.7 11.5 .18 *料

気分がすぐれないことが多くなった 4.7 7.7 3.6 11.9 .32料*

菱電事(ゅううつ)になった ・気が滅入るようになった 10.9 7.7 11.9 20.9 .29料*

i戻もろく なった 9.3 12.2 19.0 12.8 .24 *** 

落ち込みゃすくなった ・悲観的になった 4.7 5.0 4.8 8.1 .22 **本

無気力感や脱力感，極度の疲労感を覚えやすくなった 3.9 13.3 7.1 12.8 .18 *料

何かのきっかけで現場の光景や音がよみがえることが
27.1 17.1 10.7 8.5 .21料*

あった

強い無力感や悔しさを覚えた 8.5 16.6 14.3 20.0 .14 ** 

強い罪悪感や自分を責める気持ちをもった 3.9 5.0 6.0 11.9 .23 *料

?主 1: *Pく .05，**Pく .01. **ヲく .001
注2 表中の 13項目が， 2， 3ヶ月間の症状得点を構成する項目とされた。
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所属や職階にかかわらず 2. 3ヶ月間の症状得点

とIES-R得点との間に有意な関連がみられた。
2， 3ヶ月間の症状得点の値ごとに PTSDハイリ

スク者 (IES-R得点が25点以上の回答者)の割合
を算出した (Fig.1)。その結果， Table 1にあげた

2， 3ヶ月間の症状のうち， 5つの項目に該当する
とPTSDハイリスク者の割合が30%を超え (5つ

の症状:33.3%， 6つの症状36.4%)， 7つの項目

に該当すると PTSDハイリスク者の割合が60%に

達した。この結果を基に 2. 3ヶ月間の症状が4

つ以下を低群， 5-6点を中群， 7つ以上を高群とし
各群の PTSDハイリスク者の割合を算出した結果，

低群は 6.1%，中群は 34.6%高群は 42.9%となった。

考察

本論文の目的は.消防職員を対象とした PTSD

予防チェックリストを作成した消防職員の現場活動

に係るストレス対策研究会 (2003)にならい.ジャー

ナリストが衝撃的な取材・報道事案に携わった時に

自身のストレス症状の程度を確認し後の外傷後ス

トレス反応の予防や軽減を図るためのチェックリス

トを作成することであった。放送ジャーナリストお

よび新聞ジャーナリストに対する質問紙調査のデー

タを基に，衝撃を受けた取材・報道活動の開始後， 2 

3ヶ月間に生じたストレス症状と，調査時点での

外傷後ストレス反応，すなわち IES-R得点との関
連を検討した結果， Table 1に示した 13のストレス

症状がその後の PTSDの危険性を予測することが

示された。これらの症状には 強い無力感や落ち込

み，およびその身体症状としての胃腸の不調の他，

苛立ちゃ睡眠障害といった覚醒充進症状，現場の光

画。 100.0
→ 
~ 80.0 

2600 

リ 40.0

(%) 

; 20.0 ~ 3.0 者。。
の

景がよみがえるといった侵入症状が含まれていた。

13のストレス症状の該当数ごとに PTSDハイリ

スク者の割合を検討した結果， 5つの項目に該当す

ると PTSDハイリスク者の割合が30%を超え， 7 

つの項目に該当すると PTSDハイリスク者の割合

が60%に達した。ただし 7つ以上の項目に該当し

た回答者を母数にすると リスク率は 42.9%であっ

た。これらの結果より， Table 1にあげた取材・報

道活動の開始後 2，3ヶ月間の症状のうち， 5つあ
るいは 6つに該当すると外犠後ストレス障害への

擢患に関してやや危険性を有しており， 7つ以上に

該当すると危険性が高いと解釈された。

以上の知見をふまえ，取材・報道活動の開始後;

3ヶ月間のストレス症状の測定に基づく iPTSD予

防チェックリストJを提案する(付録参照)。この
リストを用いて，衝撃的な取材・報道事案に携わっ

たジャーナリストが自身のストレス症状の程度を調

べることにより，その後の PTSDの危険性が予測

可能と考えられる。PTSDの危険性の判断基準とし

ては，取材・報道活動の開始後， 2， 3週間以内に
Table 1に示す 13の症状を， 5つ以上自覚した場合

にはその後の経過に配慮することが， 7つ以上の症

状を自覚した場合には早急に何らかの対応をとるこ

とが，それぞれ望ましいと考えられる。

ただし，本研究でチェック 1)ストの作成に使用し

た項目は，消防職員の〕克場活動に係るストレス対策

研究会 (2003)のチェックリストとは異なり.衝撃

的な事案の取材・報道活動の開始から 2，3ヶ月間
に生じたストレス症状を尋ねた項目である O そのた

め，測定されたストレス症状には，急性ストレス反

応と外傷後ストレス反応とが混在している。取材・

報道活動後，早期にストレス症状の程度を確認する

100.0 100.0 

0.0 0.0 

割 o 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
合 (268) (140) (74) (51) (21) (15) (11) (5) (1) (2) (3) (2) (1) 

活動時の症状得点(n)

Fig.l 2， 3ヶ月間の症状の程度別にみた PTSDハイリスク者の割合
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ためには，衝撃的な体験から 1ヶ月以内に生じる急

性ストレス反応に限定して測定する項iヨからチェッ

クリストが構成されることが望ましく，チェックリ

ストの項目の改良は今後の課題として指摘される。

また，チェックリスト使用時には，該当する症状の

個数が少なくとも，その他の症状が存在したり，症

状の程度がひと辛かったりする場合には専門機関に相

談するなとーの注意が必要で、あろう O

要約

本研究では， 日本のテレピ局および新開社に勤務

するジャーナリストを対象として，職務上の体験

がもたらす早期のストレス反応を検討しその後

のPTSDの発症を予測しうる fPTSD予防のための

チェックリストjの作成を試みた。ジャーナリスト

753名に対して，衝撃的な取材・報道事案に携わっ

た経験の有無を尋ねた結果，街撃的な取材・報道経

験を有する者は全体の 636名 (84.5%)であった。

衝撃的な取材・報道経験を有する者に，取材・報道

活動開始後 2. 3ヶ月間に生じたストレス反応を尋

ね，改訂版出来事インパクト尺度 (IES-R) を実施

した。衝撃的な取材・報道事案からの経過期間を統

fIJIJし.事案体験後. 2. 3ヶ月間のストレス症状の

各項目と IES-R得点との{話相関係数を算出した。有

意な{話相関係数がみられた 13項自のストレス症状

の該当数ごとに. IES-R得点に基づく PTSDハイリ

スク者の割合を算出した。その結果，取材・報道活

動の開始後 2.3ヶ月間のストレス症状が多いほど

PTSDハイリスク者の割合が高くなる傾向がみられ

た。この結果を基に fPTSD予防のためのチェッ

クリストjと命名されたストレス反応の測定尺度が

提案された。
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**惨事ストレスによる PTSD予防のためのチェックリスト*本

。趣 旨/このチェックリストは、ジャーナリストが、悲惨な現場取材など精神的に強い衝撃を受け

る取材や報道に従事したことに伴う心理的影響を考える目安となるものです。

。回答時期/取材・報道活動開始後、 2""'3週間以内に回答するものとします。

。回答方法/下記の 1""'13について、あなたが取材・報道活動開始後に自覚した症状として該当するも

のをチェックします。

一一一一一一一一一一一一ー一一一-，

口 1.睡眠障害(寝つきが悪くなった・夜中に何度も目が覚める等、眠りが浅くなった・朝

早く目が覚めるようになった)

口 2.事案に関連するイヤな夢や悪夢をよく見た

巳 3.食欲不振になった・胃腸の調子が悪くなった、あるいは、普段より多く食べるように

なった

口 4. 飲酒またはl喫煙量が増加したか、逆に減少した

口 5.怒りっぽくなった・感情的になり、言葉が厳しくなった

口 6. 気分がすぐれないことが多くなった

口 7 装援になった、気が滅入るようになった

口 8. 涙もろくなった

口 9. 落ち込みゃすくなった、悲観的になった

口10. 無気力感や脱力感、極度の疲労J惑を覚えやすくなった

ロ11. 何かのきっかけで、現場の光景や音がよみがえることがあった

口12 強い無力感や悔しさを覚えた

ロ13. 強し 1罪悪感や自分を賛める気持ちをもった

く〉アドバイス

自覚した症状が4つ以下であった場合/心理的影響は少ないと思われます。

自覚した症状が 5つ以上であった場合/その後の経過に配慮することが望まれます。

自覚した症状が 7つ以上であった場合/心理的影響が強く、何らかの対応を強くおすすめします。

(注意点〉

上記のアドバイスは、簡易版チェックリストに基づくものです。このチェックリストにおいて自覚

した症状が少ない場合にも、後になってからストレス症状が生じる場合もあり得ます。ご自身の状態

が気になる方は、チェックリストの結果にかかわらず、専門機関にご相談下さい。

※本ヂェックリストは、私たちの研究グループが、平成 19.......21年度科学研究費補助金(基盤研究 B
19330140:研究代表者松井豊)の助成を受け、放送局および新開社に勤務されている取材・報道経験者(記
者、カメラマシ等)を対象に実施した質問紙調査をもとに作成されています(有効回答者数は、 2006年度
の放送局調査では 360名、 2008年度の新聞社調査では 393名〉。
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